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ま え が き 

 

初版まえがき 

 社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者の参加を得て、各種の電波

利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な技術条件を『標準規格』として策定し

ている。 

 標準規格は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国の技

術基準と、併せて無線設備の適性品質、互換性の確保等、無線機器製造者、電気通信事業者及び利

用者の利便を図る目的から策定される民間の任意基準をとりまとめて策定した民間の規格である。 

 本規格は、平成 2 年 6 月に郵政省の電気通信技術審議会が答申した『電波利用における人体の防

護指針』に基づき、人体が電波にさらされた場合の安全性について定量的な評価を与える基準を電

波防護標準規格として取りまとめたものである。本規格は、答申の管理指針に基づいており、十分

な安全率を考慮した人体防護を前提としたものであり、これを超えたからといってそれだけで人体

に影響があるものではない。また、本規格の測定法についても、答申に述べられている測定法を採

用している。 

 無線機器製造者、電気通信事業者、利用者等が、無線システム等の電波利用設備を設計、製造、

使用、施設、管理するに当たって、その設備等の標準的な運用環境における人体の安全性に係わる

本規格を満足するように配慮し、もって、電波利用の円滑な普及・促進に寄与することが期待され

る。 

 財団法人電波システム開発センター規格委員会（社団法人電波産業会規格会議）は、郵政省電気

通信技術審議会の答申が、多方面の専門家の参加を得て十分に包括的な審議を行い、現時点での共

通のコンセンサスを反映したものであり、答申に沿って本規格を策定した。しかし、答申から３年

間を経ておりその後の研究の進展も見られる。また答申の内容は、その本文に述べられているよう

に暫定的な性格を有している。従って、答申の内容の見直しが行われた場合には、本規格も適宜改

訂されることが必要である。 

 

2.0 版 改訂のまえがき 

本規格の初版が策定されてから、平成 9 年 4 月に諮問 89 号に対する電気通信技術審議会答申「電

波利用における人体防護の在り方」が公表され、平成 2 年の時の答申では除外されていた身体の近

傍に電波の発射源があるような場合に適用する局所吸収指針が明確に規定された。 

また、平成 10 年 10 月 1 日には電波法施行規則の一部を改正する省令が公布されて、一般環境に
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対する電磁界強度指針値を超える可能性のある場所に対しては、「電波の強度に対する安全施設」の

設置が義務付けられることになった。更に、同年 11 月 30 日に電気通信技術審議会から諮問 104 号

に対する｢電波防護指針への適合を確認するための電波の強度の測定方法及び算出方法｣が答申され

た。 

一方、当会においても、平成 10 年 4 月に電磁環境委員会の調査研究部会に電波防護確認法ワー

キンググループを設置して、特定の場所に設置して運用される無線局を対象として、各種の無線設

備毎に防護規格への適合性を簡易に評価するための推定法並びに最新の測定法について調査検討し、

同年 9 月に「電波防護指針への適合性の確認法に関する検討報告」をまとめた。この検討結果は、

前記の電通技審からの諮問第 104 号に対する答申に反映されている。 

これらの状況を勘案して、電波防護標準規格 RCR STD-38 を改訂し、2.0版を策定した。 
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